　　　　　「子どもを共に育む『親支援』プログラム」妊娠期乳幼児期部会について（資料１）
＜経　過＞
「子どもを共に育む『親支援』プログラム」妊娠期乳幼児部会について御報告いたします。

これまでに当年代別部会につきましては，
○ 第1回は平成２０年１０月１０日

○ 第２回は平成２０年１１月２５日
○ 第３回は平成２１年１月２６日　　　
の３回，開催しております。
＜部会の概要＞

　 各回別の年代別部会の状況については,事務局から送付されている「摘録」のとおりでありますので，ここでは簡潔にご報告させていただきます。

第１回部会は，全体統括部会終了後に「部会員の紹介」と「部会長の選出」を行い，部会員の皆様から「『親支援』プログラム」の作成に寄せる思いなどを話していただきました。
第２回部会からが，実質的な協議で，現状把握シートを元に作成した，「年齢別グランドデザイン」資料１に基づき，「学習プログラム」に盛り込む「テーマ」について検討いたしました。

第３回部会は，具体的な議論を進めていくため，  
妊娠期　　　☆ 赤ちゃんのいる生活のイメージトレーニング

０歳児　　　☆ 離乳食

０～２歳児　☆ 親子で遊ぼう

１～２歳児  ☆ 自我の芽生えと生活習慣
３～５歳児　☆ 他児とのトラブルとしつけ

　　　　の５つの「学習プログラム」の試案について検討いたしました。
　本日，お手許にお配りしている５つの「学習プログラム」は，第３回部会での意見をふまえて修正したものであります。

なお，事務局では，第１回目部会の開催以降，現職の保健師・保育士や幼稚園教諭を交え，「学習プログラム」に盛り込むテーマの整理や「学習プログラム」のテキストの内容，テキストごとの展開方法などを検討する場を，５回開催しております。

＜学習プログラムについて＞
それでは５つの「学習プログラム」について，ご説明いたします。
5つのテーマについては，資料２でお付けしております「年齢別グランドデザイン」の中から妊娠期から順に年齢区分ごとに1つのテーマを選択したものであります。
黄色のA4用紙が支援者向け，白色のA3用紙が親向けのプログラムになっています。
1つ目の「☆ 赤ちゃんのいる生活のイメージトレーニング」についてですが，
支援者向けのテキストにありますように，

出産前の方を対象に，出産を安心して迎えるための情報や知識を知っていただき，意見交流や仲間づくりの出来る場になることをねらいとして
○赤ちゃん（新生児を想定）の生活リズムに応じて，これまでの自分自身の生活がどのように変化するのか学ぶ。

○生活の変化によって生じるストレスや制限などについて，パートナーをどのように支えていくかを学ぶ。

○授乳や抱っこの仕方，言葉かけ，子守唄など言葉の通じないなかで，どのように赤ちゃんとコミュニケーションをとるかを学ぶ。

       ことの3つを目的としています。
親向けのテキストの内容は，「生後１ヶ月のみらい君のある１日をのぞいてみましょう」ということで作成しました。赤ちゃんがいるのと２人だけの生活とでは，生活リズムが随分違うという事を感じ取っていただく内容になっています。

　　　展開としましては，ワークの導入の後，グループに分かれてライフスタイルの変化などを自由に話し合っていただきます。

　　　その中で，いろいろな意見について共有していただき，悩んでいるのは私だけでないという
等，悩みの解消につながっていただければと思っています。
　
２つ目は「☆ 離乳食」についてであります。
支援者向けのテキストにありますように，

生後５．６か月の乳児の保護者を対象に食の第１歩である離乳食と食生活が子どもの成長発達にとって大切であるかを学習することをねらいとして，
○離乳食から始まって卒乳までの時期は個人差があることを学ぶ。
○肩肘をはらない離乳食の作り方と離乳食の状態について学ぶ。
　ことの２つを目的としています。
親向けのテキストの内容は，講義形式で，子どもひとりひとり個人差があって，「急がない・あわてない・あせらなくっていいんだよ」と言うことを伝えながら，離乳食の始め方・進め方について学んでいきます。

そのなかで，大人の食事やベビーフードを利用した肩肘を張らない離乳食の作り方や，実際に離乳食の形状や量について知っていただきたいと思っています。

　　　　次に「☆親子でいっしょにあそぼう」についてです。
支援者向けのテキストにありますように，

乳幼児の保護者を対象に，遊びの中で子どもとふれあうことが，豊かな情緒を育て成長発達に大切であることを学んでいくことをねらいとして，

○様々な遊びを通して，乳幼児と触れ合うことは，子どもの成長を実感する機会であることを学ぶ。
○子守唄，手遊び，わらべ唄，家庭用品での手軽な遊び。

○遊びは子どもの成長を示す指標ではあるが，そこには個人差があることを学ぶ。
ことの３つを目的としています。
親向けのテキストの内容は，講義形式で，遊びが子供の成長発達にいかに大切であるかを発育年齢に添って学んでいただくとともに，家庭にある日用品などを使った手作りおもちゃや子守唄，伝承遊びを伝えたり，実際に手遊びなどをして親子で一緒に遊んでいただく内容としています。
次の「☆自我のめばえと生活習慣」についてです。
	　　　支援者向けのテキストにありますように，
乳幼児期の子どもの生活習慣や心身の発達に大きな影響を与えることと，生活習慣を確立していくことの大切さ。

また，子どもの思いに寄り添い，自主性を伸ばすために，親がどのように支援するかについて考えることをねらいとして，
○トイレットトレーニングや睡眠，歯みがき，手洗い，着脱，食事の仕方など，何でも一度に完全にはできないことを学ぶ。
○親自身の希望と子どもの成長度合いはマッチしないことと，その狭間に対する負の感情にどのように対処するか学ぶ。
ことの２つを目的としています。

親向けのテキストの内容は，自我が芽生え何でも自分でやりたがる，みらい君のエピソードを読んで,子どもと親の両者の気持ちをグループワークで考えていきます。

　 また，資料を使って，相談内容としてニーズの高い食事やトイレ，睡眠などの生活習慣の確立について，参加者で学び合っていきます。

	


最後の「☆子どもとのかかわり方～他児とのトラブルとしつけ～」についてであります。
	
	支援者用のテキストにありますように

幼児をもつ保護者が，子どもの遊びや友だちとの関係について話し合うことを通して，子どもの発達に　　どもの発達についての理解と子どもの気持ちに向き合ったかかわり方を学ぶことを，ねらい

として
○子どもが喧嘩などの経験をしながら，約束やルールを学び，成長していくものであることを学ぶ。

○親としてどのようにかかわることが子どもの成長にとって大切なのかを考える。
ことの２つを目的としています。




　　　　親向けのテキストの内容は，みらい君ともえぎちゃんの乗り物を巡ってのトラブルを事例として，子どもの気持ちと親の思いについて，ペアートーク，グループワークをとおして，考えていただきながら，子どもの気持ちに向き合ったかかわり方を学んでいきます。
　　　　妊娠期乳幼児期部会からの報告については以上です。
